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「バダインジリン砂漠の伝説」 
――ス・ソヤラト著、2011年、フフホト
Legends of Badain Jaran Desert：S. Soyoltu, 2011, Huhhot
ソロンガ
Solongga
要旨　本稿は、内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗バダインジリン砂漠の形成
および地名由来に関する伝説を解題・翻訳したものである。伝説はすべてス・ソヤラト
（2011）『神奇的巴丹吉林』の「バダインジリン砂漠および湖沼の形成」という部分に記
載されたものである。今回翻訳したのは 5話で、「バダインジリン砂漠の形成にまつわる
伝説」の 3話、「バダインジリン砂漠の地名由来の伝説」の 2話である。原著は翻訳者が
2017年 2月アラシャー右旗でフィールド調査中に入手したものである。翻訳にあたって、
著者に関する情報および紹介は著者との聞き取り1）に基づいたものである。
1．「バダインジリン砂漠の伝説」について
　本稿は原著の一部であるバダインジリン（巴丹吉林）砂漠の形成および地名由来に関す
る伝説を解題・翻訳したものである。原著名は『神奇的巴丹吉林』（内蒙古人民出版社、
2011年）、著者はス・ソヤラト（斯･苏雅拉图）である。言語はモンゴル語と漢語である。
原著には内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗2）バダインジリン砂漠および砂漠
の中の湖沼、お寺に関する昔から言い伝われてきた伝説が19話収められている。
　著者のス・ソヤラト氏は1962年アラシャー（阿拉善）盟アラシャー右旗バダインジリン
生まれ、1987年大学を卒業後、現在までアラシャー右旗民政民族宗教事務局に勤めている。
長い間、翻訳および民族文化関連の仕事に専念している。主な著作は『阿拉腾特布希庙』
（内蒙古人民出版社、2001年）、『阿拉善右旗喀尔喀民歌集』（政府内部資料、1998年）、『阿
拉善右旗寺庙历史文化』（内蒙古出版社、2017年）である。
　原著は「バダインジリン砂漠および湖沼の形成」、「バダインジリンの自然景色」、「バダ
インジリンの歴史・文化・観光」、「バダインジリンの動植物と特産物」、「バダインジリン
の名所古跡と隣接砂漠」の 5 つからなっている。その中「バダインジリン砂漠の形成にま
つわる伝説」は 3 話、「バダインジリン砂漠の地名由来の伝説」は 2 話、「バダインジリン
の湖沼の伝説」は11話、「バダインジリンの寺院の伝説」は 3 話である。
　各伝説には口述者の氏名と収集整理年が明記されていない。民族の表記はない。採集整
理にあたっては著者からの聞き取りによると、著者は1992年から2010年まで約18年近くを
かけて故郷のお年寄りから数多くの伝説、民話を集めたという。原著に収められている伝
説はすべて2002年から2010年までの 8 年近くをかけて収集したものである。
　今回翻訳するのは 5 話で、「バダインジリン砂漠の形成にまつわる伝説」の 3 話、「バダ
インジリン砂漠の地名由来の伝説」の 2 話である。翻訳にあたって使用する人名と地名の
　　　　　　　　　　　　　　　　
1 ） 著者からの聞き取りは2017年12月27日に行ったものである。
2 ） 旗とは、内モンゴルの行政単位で、日本の郡に相当する。
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表記は、モンゴル語のカタカナ表記と漢語を併用した。初出後はカタカナのみで統一した。
モンゴル語を漢語表記にする際は、原著の漢語の部分によって記述した。
　テキストを紹介する前に内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗バダインジリン
砂漠について概観しておきたい。
2．内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗バダインジリン砂漠の概要
　内モンゴル自治区（以下内モンゴル）は中国の北部に位置する（図 1 ）。中国内陸乾燥
地域に属し、アラシャー盟は内モンゴルの最西端に位置する。その行政組織はアラシャー
右旗、アラシャー左旗、エゼネ旗の 3 つの旗からなっている。内モンゴルの西南部から西
部にかけては砂丘地帯が、最西部には礫砂漠地帯が広がる［児玉2012： 8 ］。アラシャー
盟には、バダインジリン砂漠、テングリ（勝格里）砂漠、オラーンブホ（烏蘭布和）砂漠
という三つの砂漠が広範囲に分布している。
　アラシャー右旗はアラシャー盟の中部に位置する（図 1 ）。総面積は7.2556万km2、日本
の総面積のおよそ 5 分の 1 に相当する。アラシャー右旗の標高は西部が最も高く2,500ｍ
以上、東部に向かうに従い低くなり、東部では900m近くになる。南部と西南部は山地、
西北部は砂漠3）である。北、東、西にはゴビ4）、丘陵地帯が広がっている。
　バダインジリン砂漠は内モンゴル西部のアラシャー盟アラシャー右旗からエゼネ旗にか
けて広がり、中国第三の広さをもつ砂漠である。アラシャー右旗の西北部に位置する（図
2 ）。総面積は4.71万km2で、アラシャー右旗境界内の総面積は3.5万km2である。流動砂丘
が広範囲に広がり、総面積の83%を占める。砂漠の標高は1,200～1,700mで、砂峰5）の高さ
は300～500mである。高くて大きい砂丘が砂漠の内部に集中し、砂漠の周縁は 5 ～10mの
砂丘が広がり、最も周縁側はゴビである。砂漠東南部の砂丘間には約144個の湖沼が分布
している。面積は 1 ～1.5km2の湖沼がほとんどであり、塩水のため飲用と灌漑には利用で
きない。
　バダインジリン砂漠は年間を通して降水量が極めて少ない乾燥地域である。年平均降水
量は50～60mmで、降雨は 6 月から 8 月に集中している。年平均気温は 7 ～ 8 ℃である。
最寒月は 1 月で、最低気温は-33.1℃、最暖月は 7 月で、最高気温は41℃に達する。年平
均蒸発量は 3 ,500mm強である。年平均風速度は 4 ｍ/秒で、西北風が多い。砂漠の主な植
物はジャグ6）、ソハイ7）、トルログ8）、ハルガナ9）、ソリ10）などである［児玉2012：29］。
　　　　　　　　　　　　　　　　
3 ） 砂漠（Sandy desert）とは、植覆率が 5 ％以下の流動砂丘地帯である［児玉2012：113］。
4 ） ゴビ（Gobi、Gravel desert）とは、礫石を主とする植覆率が 5 ％以下の土地である［児玉2012：
113］。本来はゴビとはモンゴル語で、それがそのまま地理用語になったものである。
5 ） 砂漠が山のように聳え立つ様子をいう。
6 ） モンゴル語でzag、中国語で梭梭、学名はHaloxylon ammodendron。
7 ） モンゴル語でsuhai、中国語で紅柳、学名はTamarix ramosissima。
8 ） モンゴル語でtorlug、中国語で羊柴、学名はHedysarum laeve Maxim。
9 ） モンゴル語でhargana、中国語で中间锦鸡儿、学名はCaragana intermedia Kuang et H.C. Fu。
10） モンゴル語でsuli、中国語で沙鞭、学名はPsammochloa villosa (Trin) Bor。
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　バダインジリン砂漠地域はアラシャー右旗のヤブライ（雅布頼）鎮11）バダインジリン・
ガチャ12）の管轄下にある。当ガチャはバダインジリン砂漠地域に暮らしてきた牧畜民によ
り形成されたものである。牧畜民たちはバダインジリン砂漠の湖沼と、その周縁地帯に暮
らしている。2014年時点でガチャの人口は120人で43世帯である。120人のうち、モンゴル
人が98人で約82％、漢人が22人で約18％を占める。43世帯の中で、24世帯が現在バダイン
ジリン砂漠に暮らしていない。主にアラシャー右旗の旗中心とヤブライ鎮に暮らしている。
　おもな生業は牧畜である。牧畜民の飼養している主な家畜はヤギ、ヒツジ、ラクダ、ウ
シ、ロバである。全ガチャの2013年から2014年 6 月までの家畜総数は4,999頭である。内
訳は、ヤギが2,699頭で54％を占め、次いでヒツジが1,216頭で24.3％、ラクダが984頭で
図 1 　内モンゴル自治区アラシャー盟位置図（Google地図により作成）
図 2 　アラシャー右旗バダインジリン砂漠の位置
（Google地図により作成）
　　　　　　　　　　　　　　　　
11） アラシャー右旗の 3 つの鎮の一つである。
12） 内モンゴルの行政単位で村に相当する。
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19.7％、ウシが91頭で1.8％、ロバが 9 頭で0.2％である。
　当該ガチャの土地はすべてガチャの所有地であるが、使用権は1984年の第一次分配と
1997年の第二次分配13）によって世帯単位で私有化され、牧草地の分配が明確化された。現
在ガチャの牧草地総面積は26万畝（ 1 畝は約667m2）である。ただし、実際の牧草地の使
用状況は季節によって異なる。基本的には、11月から翌年の 5 月まで、つまり冬から春に
は分配通り各自の牧草地を使用する。 5 月から10月下旬まで、つまり夏から秋までの期間
においては、牧草地は分配前と同じくガチャ共用となる。牧畜民の五畜別の牧草地使用か
ら見ると、ラクダは11月から 4 月中旬までは冬営地で、 4 月下旬から 5 月上旬までの 1 ヵ
月間は春営地に放牧する。その後、 5 月下旬から10月下旬まで当ガチャの土地を越えて、
周辺のガチャを含むゴビ草原、砂漠地域で分配された牧草地に関係なくガチャ内で自由に
遊牧する。ヤギとヒツジは 6 月から10月の間、分配された牧草地に関係なくガチャ内で自
由に遊牧する。11月から 5 月末までは牧営地で放牧する。遊牧の間、泉の水、河の水、雨
水は家畜の飲用水になる。冬はこれらの水が凍るため、分配地にある井戸を利用する。降
雪量が多い年は井戸を利用する必要が低くなる。
　こうした自然的および社会的な環境から、牧畜民たちはこの砂漠地域に暮らし、季節の
変化によって牧草地と水資源などを利用し、牧畜を営んできたことはこの地域の特色である。
　そして、本稿は筆者が現地調査を行う際に収集したバダインジリン砂漠の形成およびそ
の地名由来に関するものである。その中で特に興味深いものを以下に紹介したい。
3．バダインジリン砂漠の形成にまつわる伝説
（1）伝説 1
　バダインジリンにはもともと砂漠がなかったという。この地は山紫水明の、牧草の豊か
に繁茂した大変美しいところであった。では、なぜこんなに大きな砂漠になってしまった
のだろうか。これにはたいへん不思議な言い伝えがある。
　昔々、バダインジリンにはウランホト（烏蘭浩特）という大きい城があり、この城の主、
国を治めていた皇帝をビンデルヤといった。聞くところによると、彼は天から遣わされた
天の子の化身であったという。彼には一人の大変愚かな息子がいた。
　また、この皇帝には決まってある慣行があり、毎年 1 回必ず仏教の聖地であるラサ（拉薩）
へ巡礼し、寺院で礼拝し、仏像を前に読経する習わしであった。国中に水と草が豊かに溢
れ牛と羊が元気に肥え太り、人々が無事息災で健康であるように祈ったのである。彼はラ
サへの往復にセル14）（色日）という地を通ったが、ここでも彼はいつもその国の平和と人々
の安泰のために天に祈りを捧げるのだった。ビンデルヤ皇帝は天の子であると言われてい
たから、彼の威信は非常に高く、はるか遠くまでその名が知れ渡っていたのである。毎年
ラサへの巡礼の際には、沢山の人々が自然に集まってセルまで彼を護り送ってゆく。戻る
時には、今度は多くのラサの群衆が同じようにセルまで彼を無事に送り届けるのだった。
　　　　　　　　　　　　　　　　
13） 1984年に実施された第一次放牧地使用権分配で共有地を除くガチャの牧草地を各世帯に分配した。
分配は各湖沼の草量を基本として決めた。第二次放牧地使用権分配が1997年に実施され、これは1984年
の整理整頓である。新しくできた子供世帯を分子世帯にする要望がある牧草地について、1984年に分配
された牧草地を再分割した。
14） 青海省玉樹チベット族自治州玉樹市にある一つの村の名前。
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　ある年、ビンデルヤ皇帝はまたラサへ読経と礼拝に赴く時、皇帝の務めと権力を自分の
愚かな息子に委ねることにした。ところが幾人かの奸臣が人に告げられないような自分の
欲望からビンデルヤ皇帝の殺害を目論み、皇帝の馬鹿息子を唆したのである。
　「もし本当の皇帝になれたらどれだけすばらしいことか。あなたは何でもしたいことが
すぐできますよ。でももしお父上が戻ってきたら、折角のこの力は無くなってしまうので
す。このたびお父上がラサへ行ったのは、読経し仏像に拝するだけでなく、あなたに呪い
をかけ、害するために行ったのですよ。」皇帝の愚かな息子はその言葉を聞き、とても怪
しみ、すぐに尋ねた。
　　「じゃ、一体私はどうしたらよいのだろうか？」
　　奸臣たちは次のように囁きかけた。
　　 「ただあなたの父上を殺せばよいのですよ。そうすればあなたは皇位を永く保つこと
ができるというものです。」
　愚かな息子はこの話を聞いてはっと驚いたが、それでも自分の父親を殺害することには
どうしても同意しなかった。しかし、奸臣たちに再三説得されると、愚かな息子は奸臣た
ちの話にも道理があると感じ始め、やむを得ず父親を殺すことに賛成してしまうのである。
皇帝が戻ってくるという時、愚かな息子は奸臣などの家来と軍隊を率いてセルに駆けつけ、
父親を待ちうけた。
　ビンデルヤ皇帝がセルに戻ると、息子は主だった大臣を引き連れ、大勢の完全武装した
軍隊を背後に、ひどく殺気だって出迎えるではないか。ビンデルヤ皇帝はひどく不審に思
い、すぐ息子に詰問した。
　　　「お前は一体何をしているのだ？」
　愚かな息子は答えました。
　　　「私はあなたを殺すつもりです！」
　ビンデルヤ皇帝は不思議に思い、重ねて尋ねた。
　　　「なぜ私を殺すのだ？何があったのかね？」
　愚かな息子は、
　　 　「今回あなたはラサへ行ったのは仏に祈るためではない。私に呪いをかけ、害をな
すために行ったのではありませんか。」と答えた。
　皇帝は息子の話を聞いてすべてを悟り、息子にだまされぬよう懸命に説得を試みた。し
かし、ムダであった。なす術もなく皇帝はこう言った。
　　 　「息子よ、諺にあるように身内の争いは外に曝け出してはならない。今この場でこ
んなに多くの人の前で私たちは恥をさらしてはいけないのだ。何か問題があるとして
も家に帰ってから言いなさい。」
　愚かな息子は仕方がなく父親の言葉に従い、ウランホトに戻ることにした。
　ウランホトに戻ると、奸臣たちに操られた馬鹿息子はやっぱり父親を殺すと決めてし
まった。これに対し、ビンデルヤ皇帝は同じく仕方がなく言いました。
　　 　「愚かな息子よ、どうしてもそうしなければならないのかね。お前は幼くて愚かで、
すでに悪い人にだまされているのだ。もしおまえが私を信じないならば、私を殺しな
さい。でも、少し言っておこう。私は今回ラサへ行って、確かに仏様に礼拝し読経を
してきた。これは民のためと同時にお前のためだったのだ。もし私が本当におまえを
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害したいと思っているとしたら、私の頭を切ってみるがいい。そのときは首からは血
が流れ出るだろう。もしお前たちのために仏に祈り読経していた場合には、きっと首
からミルクが流出するに違いない」。
　愚かな息子は父親の話を聞いて不審に思った。だが彼は「人間の首に血だけがあり、ど
こから乳が出るのだ。これはきっと父親は悪魔になって私を殺したいからに相違ない。」
と考え、大臣たちに命じて父親の頭を切ってしまった。すると、父親の首から一滴の血も
出ず、かえって潔白を示す真っ白な乳が流れ出てきたのである。愚かな息子と奸臣たちは
この有様を見てみんな驚き、何か不吉の兆しではないかと恐れた。
　とにかくこのようにして、愚かな息子は奸臣たちの陰謀に操られ、父親を殺害して皇位
を勝ち取ったのである。
　息子は皇帝になった祝いに盛大な宴を催した。するとその時、空から 7 日間絶え間なく
大雨と小麦粉が降り続いた。また次の 7 日間は沢山の金銀財宝が降り注いできた。皇位を
奪って「勝利」に酔っていた愚かな息子の皇帝は、これらの天変の現象を見て大声で叫んだ。
　　 　「見よ、私が皇帝になったのを天の神様が赦しして下さってこんなに沢山の良い物
を私に授けくれた。」
　彼らは皆有頂天になって喜び、一日中酒食遊楽にふけり自堕落な溺れた生活をしていた。
こうして10日間ほど過ぎた頃、今度は天から突然大量の砂が降り注いできた。沢山の砂は
ちょうど 7 日間降り続き、ウランホトは全て地下に埋められてしまったのである。そして
傲慢な皇帝は姿を消し、下心をもった奸臣たちも全て消え、ウランホトも砂に消えてしまっ
た。それで、バダインジリンは見渡す限り果てしのない大きい砂漠になったという。
　古人たちは、「バダインジリン砂漠は、天の神が、父親を殺害した親不孝な子の罪を懲
しめ罰した結果である。」と言い伝えた。バダインジリン砂漠には時々ウランホトの町の
一角が見えるという伝説が今も残っている。
（2）伝説 2
　古い伝説によると、ある日釈迦牟尼仏は二人の傑出した画家に命じ、宇宙の法輪を絵に
描かせた。釈迦牟尼は法輪の絵を注意深く見て、そしてこう言った。
　　 　「お前たち二人はこの絵をアフリカの一番裕福な王国へ運びなさい。行きは地上か
ら出かけ、そして12年後には天から帰ってくるのです。」
　そこで、二人の画家は苦難を切り抜け、ついにアフリカの一番豊かな王国にたどり着き、
その法輪の絵を国王に贈った。国王は絵を見て大変喜び、
　　 　「この絵はすばらしい。絵の中に世界のすべてのものが描きこまれている。これは
非常に意味深い美しい絵であることよ。」
と感嘆した。
　そこで国王はすぐに職人を命じて、一つの美しい高塔を建てさせた。そして塔の中にこ
のユニークな法輪の絵を納め安置したのである。しかも、「こんな素晴らしい絵を画家に
描かせる釈迦牟尼仏は、絶対比類のない賢者であるにちがいない。私は彼を拝しにいかな
ければならない。」と言った。
　国王は出発にあたって、王権を王子に与え、「私が戻ってくるまで私の王位に座り、国
を治めなければならない。」と命じた。
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　だがこの王国にはいつも悪事を企んでいる陰険で悪辣な奸臣がいた。国王が釈迦牟尼仏
を拝するために国を出て長旅につくと、その奸臣は密かに喜んだ。奸臣は毎日詭計を巡ら
し、人々の間に不和の種をまく方法ばかりを考えていた。そこで彼はまず王子の信頼を獲
得しようとし、王子にこう言った。
　　 　「この法輪の絵は悪魔の世界から送られてきた不吉なもので、私達の国に災難をも
たらすものです。」
　王子ははじめ奸臣の話を嘘だと思い、耳を傾けなかった。そこで奸臣はもっと危険で悪
賢い計略を思い付く。彼はこの王国で誰も見たことがない動物―猫を見つけ、猫を法輪が
祭られている塔の中に放った。猫にはそれぞれ塔の 4 つの門と同じ名前をつけ、 4 つの名
をしきりに呼び慣らして猫を手なづけた。ある日、王子が祭祀のためにこの塔に人々を率
いてやってきた時、奸臣は「塔の中には怪物がいる。」と王子に諫言した。王子やほかの人々
は彼がでたらめを言い触らして大衆を惑わしていると思い、初めは全く信じなかった。そ
こで奸臣は塔の 4 つの門に向かって大声で、それぞれ猫の 4 つの名前を叫んだのである。
猫の名前を 1 つ呼ぶ度に、塔からは一匹の悪形をした猫が出てくる。人々はそれを怪物だ
と思い、皆大慌てで逃げ出した。王子も驚いて尋ねた。
　　　「どうすれば、この危険な悪魔を抑えつけることができるのか？」
　奸臣はただの猫だとはおくびも出さず、「実は国王様こそ妖怪であり、彼がほかの国の
妖怪や魔物とぐるになって国家を脅かしているのです。ですから、王子様は災難を避ける
ために、王様が国に戻ってくる前に王の首を斬らなければなりません。」と言った。
　愚かで無知な王子は最後には奸臣の讒言を信じてしまい、それに応じて行動を起こしい
ろいろ準備をした。人々は災難を避けるために塔を破壊しただけでなく、 2 人の画家を口
汚く罵り、あまつさえ彼らに唾を吐きかける始末であった。
　国王がもうすぐ戻るという数日ほど前、王子は二人の腹心の家来に命じて、国王を途中
で斬首しようと考えた。国王は釈迦牟尼仏に会って数年修行した後、帰国の途につき、途
中で王子が遣わした二人の家来に出会った。国王は、彼らにここに来たわけを尋ねると彼
らははっきりと殺しに来たという来意を告げたのである。国王はなす術もなく耳を傾け、
「王子の命令なら、仕方がない」と言った。それから二人にこう語った。
　　 　「おまえたち二人が私の首を切った時、乳が噴き出せば国中に大きな災難が降りか
かるだろう。もし血が出るとすると災難は私の方だけに降りかかってくる。」
　二人は国王の話を聞いたが、実は全然信じなかったので、彼らは少しも躊躇わず国王の
頭を切ってしまった。その刹那、国王の首から本当に乳が噴き出してきたのである。二人
の奸臣は驚きのあまりひどく取り乱し、どうしたらよいかわからなかった。でも、王子に
復命するために彼らは国王の首を提げて戻らねばならない。そして王子にこの奇妙な出来
事の一切を詳しく報告したのである。だが王子はこの出来事に全く注意を払わず、かえっ
て 3 日 3 晩の祝宴を挙げよと命じる始末であった。宴が始まると、空からまるで雹のよう
に金銀宝石が降ってきた。人々は、大騒ぎをして歓喜に酔いしれた。しかし良いことは長
続きしないという言葉通りに、次に突然黄砂が天地を覆い隠すように降ってきたのである。
人々は散り散りに逃げ惑った。しかしどこに逃げても黄砂がそこを埋めてしまう。たちど
ころに王国総てが広々とした大砂漠になったという話である。
　その黄砂が大地を席巻してアフリカにまで及んだとき、二人の画家は釈迦牟尼仏の指示
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に従い、天を飛んで仏の聖地に戻り、釈迦牟尼仏に災難が起こった経緯を詳しく報告した。
この時、釈迦の周りにいた沢山の弟子たちは「バダ、バダ…」と声をそろえて唱和し、災
難が早く終わることを虔誠に祈願したという。こうして黄砂が空から降り埋めたアフリカ
の地は世界最大のサハラ砂漠となった。そこからさらに逃げ惑う人々を追い駆けて降り積
もった黄砂は、アラビア砂漠やタクラマカン砂漠、そしてバダインジリン砂漠を創り出し
たのである。それで、アフリカからバダインジリンまで、長く広い砂漠帯が形成されたと
いわれている。この砂漠帯は西から東へ砂丘が徐々に上昇し、最後にはバダインジリン砂
漠に至る世界で最も高い砂丘地帯となった。これがバダインジリン砂漠の生成の伝説である。
（3）伝説 3
　昔々、ウルジャン（邬尔章）という国があった。ウルジャン国の首都バダン（巴丹）城
は現在のバダインジリンに位置していたが、当時はこんなに大きい砂漠ではなかった。
　ウルジャン国な代々長く続き、この国の民は幸せに暮らしていた。いったい何代続いた
のか国王を除けば誰もはっきりいえないくらい長い年月が過ぎた。だがウルジャン国の第
99代目の国王の時、一人の腹黒い宰相が現れた。彼は世をかき乱す悪臣であった。彼は密
かに国王を害しようと企み、まず自分の娘ウラマスを国王の皇太子に嫁がせた。まもなく
国王が死ぬと、皇太子が国王になった。この皇太子は国王になったもののぶらぶらと遊ん
でばかりで、全く働かない。こんな無学無能の輩がどうして国家の運命に関わる重大な仕
事を果たすことができるであろうか？彼はただ毎日、酒食に溺れ遊楽にふけるだけで、妻
のウラマスを牛乳風呂に入れるなど、いろいろ甘やかすことだけを知っていた。すべての
権力は義父である悪宰相の手に握られていたのである。それ以来、国民は多事多難で、苦
しい生活を強いられるようになった。
　このような有様は直ちに九天の知るところとなり、九天の王たちを怒らせてしまった。
九天の王は世を乱す暴君や悪宰相を懲らしめようと、最初に五穀とミルクの雨を降らせた。
城の周囲は一面洋々たる海になった。最後に、 7 昼夜にわたって黄砂が降り注ぎ、それで
ウルジャン国の首都バダン城は黄砂に埋められてしまったという。その時から、ここは大
きい砂漠になったという。そして、後の人々はこの大きい砂漠を「バダインジリン」と呼
ぶようになったと伝えられている。
4．バダインジリン砂漠の地名由来の伝説
（1）伝説 1
　資史料記載によると、300数十年前つまり1685年、アラシャー・ホショト（阿拉善和碩特）
旗の王（王爺）ホルリ（和罗理）は西域からたくさんの部族を率い、果てしなく広いアラ
シャー・ゴビ草原に移動してきた。当時はどこでもモンゴル語の地名が聞かれていたとい
う。今なおそれらの地名はずっとそのまま用いられ続けているのだが、当時バダインジリ
ン砂漠地域一帯は「イヘ・エレス15）」と呼ばれていたとある。
　他の関連史資料によると、匈奴時代から漢王朝16）を通し清朝まで、バダインジリン砂漠
　　　　　　　　　　　　　　　　
15） モンゴル語の「大きい砂漠」の意味である。
16） 中国の王朝である。通例、前漢（紀元前206年- 8 年）と後漢（25年-220年）の二つの王朝（両漢）
を総称して「漢王朝」と呼ぶ。
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地域は「イヘ・エレス」と呼ばれていたとされ、それ以前には「バダインジリン」という
地名はなかったと記されている。
　伝説によると、ホルリ王が清朝の皇帝に謁見し、清朝政府に「私の部族に一片の牧草地
を与えてください」と願い出た。皇帝はホルリ王に「どのぐらいの大きさの牧草地が必要
なのか」と聞いたところ、ホルリ王は一瞬言い淀んでしまった。その時、王に随行してい
た一人の賢い従者は「私たちに 1 枚の牛皮の大きさくらいの土地を頂けますでしょうか。」
と大急ぎで進言した。清の皇帝は不思議に思い、「 1 枚の牛皮のような土地とは一体どれ
だけの大きさなのか」と尋ねた。従者は恭々しくお辞儀をし、「皇帝陛下にとってそんな
一塊の土地はただ 1 枚の牛皮に過ぎませんが、しかし私たち臣民にはかえって海のように
果てしなく広いものなのです。」と答えた。　
　皇帝はどうやら彼の言葉には言外の意味があるらしいと察知したが、彼の要請に応えて
やった。そこで賢い従者はすぐ 1 枚の牛皮から長くて細い糸を作り出した。皇帝が大臣を
遣わして正式に土地を分配し境界を確定する段になると、賢い従者はその長細い牛皮の糸
を取り出して土地を測ったのである。賀蘭山17）の南麓から甘粛省の山丹、張掖一帯の万里
の長城までを測ったという。それでそれ以北の土地は全て部族の牧草地と区画された。　
　その時から、人口が疎らなアラシャー・ホショト・モンゴル旗はこの大きな牧草地を自
分たちの領土としたという。これに対し、清の皇帝から派遣された大臣たちは大変立腹し
たが、皇帝の聖旨があるため、やむを得ず認証したということである。
　こうして1696年にアラシャー・ホショトは正式な「旗」とされた。その後、アラシャー
王は旗の境界を明確にし、地名を記録するため専門家を各地に派遣して調査させた。調査
の役人たちが現在のバダインジリン東南部の辺縁地で「バダイ」と呼ばれる土地に着くと、
僅かなヤギとラクダを放牧しているモンゴルの老人に出会った。役人たちはすぐさま老人
にいろいろ尋ねた。
　　　「お名前は何とおっしゃいますか、ここは何というところでしょうか」
すると老人は、
　　 　「私の名前は「バダイ」といいます。私が暮らしているこの場所は「ジリン」と呼
ばれています。」
と答えた。
　調査の役人たちは「ジリン」という言葉を理解できず、老人に重ねて説明を請うた。
　　 　「この大きな砂漠の中にはこのような湖が合計60個あります。だから「ジリン」(モ
ンゴル語の「六十」の意味)と呼ぶのです。」
と老人は答えた。
　おそらくこの地名には他にも意味があったのかもしれない。しかし、それからはバタイ
という老人が暮らしていたことからこの地を「バダイ」と呼び、砂漠とゴビの中にある湖
沼は「ジリン」と呼び慣らわされた。そしてこの見渡す限りの砂漠とゴビを「バダインジ
リン」と総称したという。
　　　　　　　　　　　　　　　　
17） 寧夏回族自治区と内モンゴル自治区隣接の所に位置する山である。
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（2）伝説 2
　昔々、バダイ（巴岱）という牧畜民がいた。バダイは見渡す限り果てしのない大きい砂
漠の中に沢山のオアシス・ジリン（モンゴル語では湖沼の意；他には「60個」の意もある）
を発見した。それで彼はすぐ家族を引き連れそこへ移住し、そして代々この地で遊牧を営
み暮らすようになった。そこから後代の人々はバダイの名前とジリンが多いこの大きい砂
漠をバダインジリンと命名したといわれる。
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